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研究会だより
第10回岡山実験動物研究会報告
昭和61年5月10日(土)午後1時30分から,岡山
大学農学部第5講義室において開催された｡
この会では研究発表とシンポジウムが持たれた｡
初めに,世話人の猪 貴義先生から御挨拶があ
り,研究発表に移った.各演題の進行は次の座長
の各先生にお願いした｡ 1の演題はノー トルダム
清心女子大学の高橋正惰先生, 2の演題は重井医
学研究所の内藤一郎先生, 3の演題は岡山大学農
学部の坂口 英先生, 4の演題は岡山大学薬学部
の亀井干晃先生が担当された｡
また,シンポジウムは ｢動物の集団をどのよう
にとらえるか｣をメーンテーマとした｡ 3人の先
生によってそれぞれ御専門の立場から問題提起が
なされ,猪先生の司会で討論が進められた｡
なお,このシンポジウムに入る前に,事務局の
倉林 譲常務理事から会務報告があった｡その要
旨は,①第4号岡山実験動物研究会報は会員外の
方が希望する場合には,1部500円で領布すること,
②第5号会報の原稿を募集していること,③発表
者は発表の要旨を原稿用紙 (400字詰)2枚程度に
まとめて事務局に提出していただくこと,④昭和
61年度の会費 (年会費1,000円)の納入をお願いす
ること,⑤第11回研究会は9月中旬に,また第12
回研究会は12月上旬に開催予定であること,⑥定
例の研究会以外に臨時講演会を持つこともあるの
で,その旨を事務局に御連絡していただくこと,
⑦会計監査が昭和61年 5月8日に監査である中江
利孝先生と高橋正佑先生によって厳正に行なわれ
たこと,等であった｡
研究発表 ｢4題｣とシンポジウム ｢3題｣の要
旨は以下の通 りである｡
1.自動水洗ラックによる実験用小動物の大量飼
育
河口 充宏 ･高本栄太郎 ･馬場 洋子
二浦 久江 ･佐藤 芳範 ･栗本 雅司
(㈱林原生物化学研究所)
我々は,吉備高原都市に,新 しく製薬工場の建
設を計画している｡ 工場建設に当たって,我々は,
実験用小動物の大量飼育に自動水洗ラックおよび
自動給餌機の導入を行なう予定である｡
これまで,我々は,種々の検討を行なってきた
が,それらの知見をもとに,更に改良,スケール
ア､ソプして,今回,自動水洗ラックによる-ムス
ターの全週令飼育を行ない,従来の床敷飼育と,
比較観察を始めており,その中間報告を行なう｡
先ず,予備実験 として,-ムスターの全週令飼
育を行なう為,保温性が良く,繁殖に適したケー
ジの材質,形状について検討した｡次に,水洗ケ
ージで飼育する場合の,至通環境温度を,室温を
変えて,比較検討した｡
以上の予備実験の結果から,飼育ケージは, 4
隅に糞尿排湛孔を設けたポリカーボネー ト製とし,
出産前には,巣箱として,脱着可能な仕切板を取
付けた｡叉,環境温度については,床敷飼育より,
若干高めで良好な発育を示した25-26℃を,適温
とした｡給餌 ･給水条件は,前回の試験で発育効
果の認められたケージ底面から,夫々50mm,70mm
とした｡
本実験では,予備実験で得られた条件をもとに,
自動水洗ラ､ソクで-ムスターの大量飼育を行なっ
た｡成績は,自動水洗ラックで飼育した-ムスタ
ーで,床敷飼育に比べ,同程度以上の繁殖成績が
確認された｡今後,更に実験を継続して,飼育頭
数を増し,今回得られた成績について,再現性を
確認するとともに了個々の産仔の体重についても,
比較する予定である｡
2.顎粒系骨髄細胞の増殖について
中矢 直樹 ･田坂賢二
(岡山大 ･薬学部)
Histamineの骨髄好中球系前駆細胞の分化に及
ぼす影響 と,これらの細胞によるhistamineの取
り込みとの関係について検討した｡Histamineは,
マウス大腿骨髄中の前骨髄球 ･骨髄芽球の好中球
へ の分化 を促進 し,これ らの細胞に よる3H-
thymidineの取 り込みを増加させた｡この作用は,
Hl-blocker･H2-blockerのどちらの共存下におい
ても抑制されなかった｡またこれらの細抱は,他
の細胞系に比較して3H-histamineを多く取り込む
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事が観察される｡ この取 り込みにおける外液中の
3H-histamineの濃度依存性は,分化を促進する
histamineの濃度と良い相関を示し,histamine5
Ⅹ10-7Mで最大に達した｡α-2,4-binitrophenol等
の代謝阻害物質が抑制効果を示す事によりactive
transportsystemば介在する事が判った｡この取
り込みは,histamineに対して非常に特異性が高く,
3H-histamineの添加後約90分のlagtimeの後開
始され,4-6時間でpeakに達した｡さらに,Hl一･
H2-agonist･antagonistのいずれによっても抑制
されない事から,別の認識機構が存在すると思わ
れる｡ しかも細胞内に取 り込まれた3H-histamine
は,速やかに核へと移行しているのが観察された｡
3.霊長類胃粘膜の比較形態
鈴木 一憲 ･永井 膚
(岡山大 ･歯学部)
27種類の霊長類の胃粘膜について組織学的,組
織化学的に比較 した｡胃粘膜を構成する噴門腺,
胃底腺,幽門腺の分布は種により異なっていたが,
噴門腺の分布から大きく三型に分類しま｡ Ⅰ型は
噴門腺粘膜が噴門部に狭 く分布しているもので原
猿類のキツネザル,ギャラゴ,真猿類のヨザル,
ティティモンキー, リスザル,オマキザル,マ-
モセット,タマ リンライオンタマリン,ゲルディ
モンキーの各属とチンパンジー属で観察された｡
ⅠⅠ型は噴門腺粘膜が噴門部から胃底まで分布して
いるもので,オナガザル科のオナガザル,マンガ
ベイ,ヒヒ,マカカの各属とオマキザル科のウ-
1)-モンキー属で観察された｡II型は噴門腺粘膜
が嚢状部と管状部からなる前胃に広く分布してい
るものでコロブスモンキー, リー フモンキー,チ
ングザルの各属で観察された｡この三型の分類は
食性との関係が見られ, Ⅰ型の胃を持つものは主
に果実食性や食虫性,ⅠⅠ型は植物食性の強い雑食
性,ⅠⅠ型は葉食性であった｡
また胃底腺粘膜について計測し比較すると,粘
膜の厚さと胃底腺の長さに強い相関がみられた｡
ⅠⅠ型の胃粘膜では′Ⅰ型に比べて胃底腺が長 く,腺
の-側あたりの総細胞数と壁細胞数が多く,発達
が良かった｡ⅠⅠ型は中間的であった｡
胃粘膜の粘液物質について組織化学的に検討す
ると,胃粘膜の分布により分類した型, Ⅰ,ⅠⅠ,
ⅠII型の間でず占液物質の組成に一定の傾向が見られ,
食性との関係が示唆された｡すなわち,虫食性,
果実食性の Ⅰ型では中性粘液が多く,酸性粘液は
少なかった｡植物食性の強い雑食性のⅠⅠ型では,
中性粘液,酸性粘液ともに多く,菓食性のⅠⅠ型で
は酸性粘液,特に硫酸基を含んだスルフォムチン
が多かった｡この傾向は胃内腔面を覆っている表
層粘液細胞で明確であったが噴門腺細胞,胃底腺
副細胞,幽門腺細胞では余り顕著ではなかった｡
4.実験用動物としての日本ウズラの開発
佐藤 勝紀 (岡山大 ･農学部)
日本ウズラは小型で強健かつ取 り扱いやすいこ
と,飼育管理が容易であること,世代回転が早い
ことなどから,鳥類を代表する実験用動物として,
医学,薬学,獣医学,畜産学,生物学などの広範
囲の研究分野において使用され,実験用動物とし
ての価値評価が年々高まってきている｡ しかしな
がら,これらの研究分野で使用される日本ウズラ
は主として畜産目的のために生産されたもので,
研究目的用としては多くの問題点を含んでいるこ
とから,実験周動物としての日本ウズラの開発が
要望されている｡
我が国においては,昭和39年から日本ウズラの
実験動物化に関する研究が取り上げられ,これま
で数多くの系統 (近交糸, ミュータント系,選抜
系,疾患モデル系統,野生ウズラを起源とした系
統)が開発されている｡ また,これらの特性につ
いても次第に明らかにされてきている｡
岡山大学農学部家畜育種学教室においても,昭
和50年から日本ウズラの実験動物化に関する研究
が開始され,クローズド･コロニーの維持 ･生産,
近交系の作出と維持 ･生産,交雑群,特にFlの利
用, ミュータント系の作出 ･維持,選抜育種によ
る新しい系統の作出-(1)高温に対する抵抗系,感
受系の作出,(2)低温に対する抵抗系,感受系の作
出,(3)細網内皮症ウィルスに対する抵抗系,感受
系の作出-の研究課題が取 り上げられているO こ
れまでの研究結果から.研究目的に応じた実験用
ウズラの育種的開発の見通しを得るに至っている｡
日本ウズラの実験動物化を進める場合,重要な
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ことは,実験用ウズラの育種的開発にとどまらず,
遺伝的特性,生物学的特性ならびに日本ウズラに
おける病気制御,環境制御の方法を明らかにする
とともに,生産効率の高い大量生産方式を確立す
ることである｡ これら遺伝制御,病気制御,環境
制御された実験用ウズラの作出ならびにそれらの
大量生産方式の確立は日本ウズラの実験用動物と
しての価値を一段と高めるものと考えられるo
シンポジウム
｢動物の集団をどのようにとらえるか｣
S-1 昆虫の集団
吉田 敏治 (岡山大 ･農学部)
ウィルソンはその ｢社会生物学｣の中で生物の
進化の過程に見られる3つの ｢社会｣をあげ,そ
の内で最 も優れた社会を形成 しているのは群体を
作る生物群であり,ついで優れた社会を創出した
生物はいわゆる社会性昆虫のグループであるとし,
ほ乳動物に見られる社会は社会の中でも最 も劣っ
たものであるとし,これを社会進化にみられるパ
ラ ドックスだと自らの迷論の意外な結末に驚いて
いる｡そもそも私達が生物の社会を問題にするの
は一つには生物自体の社会生活の実態を明らかに
するためであり,もう一つには社会的動物 とも言
われてきた我々自身の姿を明らかにするためであ
る｡ ウイルソンの学説はこのことに関するかぎり
では,不幸にも二つをともに無効にし,事態を混
乱させるだけの迷論に過ぎない｡ウィルソンは,
その思考の根底で,人間は最高の生物であり,そ
の生物のとっている社会という生活様式は最高の
ものであるはずで,あらゆる生物はその社会の実
現をめざして進化してきたに違いないと考えてい
るらしい(進化に対する潜在的価値観)｡ しかし例
えば昆虫は決して ｢社会｣をめざしては進化して
はいない｡それは社会性昆虫の進化の系統樹を一
目見れば明らかで,いわば昆虫における社会は昆
虫グループに咲いあだ花に過ぎないO昆虫は決し
て ｢社会｣をめざしては進化していない｡群体が
社会性昆虫にみられる ｢社会｣は,ほ乳類から人
間にいたる社会性の進化に単に現象的に似た相似
的事象であるに過ぎない (その相似の陰に,社会
のデザインの共通性を見すのは自由である)｡この
ウィルソンの迷論から稚れ,先ず人間社会の発生
を群体や社会性昆虫の進化とは別個の,ほ乳類の
社会の進化の系列で考えること｡そうして初めて,
一万では生物の社会生活の真の理解-の道が開か
れ,他方では動物社会から人間社会-の社会の発
展の契機を掴む可能性が生まれてくるものと考え
られる｡
S-2 動物集団の行動についての-解析
渡辺 宗孝 (岡山大 ･教養部)
隙間をもつ隔壁で水槽を2分し片側にグッピー
の個体群を入れると魚は隙間を通って急速に移動
し他側に大多数が集 りその後徐々に均等分布に戻
って平衡に達することを見出し(一時的過剰移動,
Excessivetransitorymigration;E.T.M.),こ
の現象の感覚的手掛か りと行動学的機構の解析を
行なった｡隙間を通 じての魚の移動を30分間連続
観察し,通過個体数を1分ごとに集計した｡
この現象は,片側に投入された80匹のうち10分
以内に76匹が移動するほど顕著なものであり,同
じ個体群を30分おきに4回繰返しても此の傾向は
低下しない再現性を有していた｡
まず感覚的手掛か りとしては,(1)排植物 ･分泌
物の蓄積 という化学的要因が考えられるので,観
察時間中片側には清浄な水を,他側には排出物 ･
分泌物の蓄積 した水を流し続けた場合でも前者か
ら後者の側へ過剰移動が起ったのでこの要因は否
定的である｡ (2)視覚的手掛かりの検討のため(i)両
眼除去 (Terami&Watanabe,1977)の魚の群に
よる試行でも,(i)暗黒中での正常魚による試行で
も過剰移動が起らなかったので視覚的手掛かりが
重要 と判断される｡
この過剰移動の行動学的機構として,(I)排出物･
分泌物からの逃避,(2)他個体への追従,(3)未知の
環境への好奇性,(4)個体密度圧力,などが考えら
れるが,(1),(2),(3)はいずれも実験結果から宣宣
三並 を｡(4)の要因の検討のために片側に入れた魚
群をさらに水槽の側壁に近い1/4の範囲の空間に制
限し10分後に開放 して中央隔壁を通じての移動を
観察したところ,対照群における移動と比較して
有意差があったので個体群圧力が重要な要型と結
諭された(Watanabe,1981)｡また,鏡を用いて視
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覚的な 'r見せかけ'の空間の大きさを変化させる
と,魚群は力際の物理的空間でなく見せかけの空
間の知覚に対応する過剰移動を示した｡このこと
から密度圧力は視覚的に知覚されたものであると
考えられる｡
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S-3 実験動物における社会構造と密度効果
河本 泰生 (岡山大 ･農学部)
実験動物は,野性動物と異なり,人為的に統御
された環境条件下におかれ,閉鎖された空間 (ケ
ージ内)で生活し,繁殖も人為的に支配され,自
然淘汰だけでなく,人為淘汰を受けている｡ 実験
動物の集団の問題は,このような制約された条件
下での個体間の関係をみることにある｡
個体問の関係は社会構造としてとらえられ,そ
こには順位制となわぼり制が考えられる｡ 順位制
は直線型 (ウサギ,イヌなど)と独裁型 (マウス,
ラットなど)に大別され,群内の個体間に優位,
劣位の関係が成立する過程で決定される｡なわぼ
り制は自己の生活域を防衛する社会構造の一つで
ある｡ これらの社会構造が決定される過程で個体
間に攻撃行動を伴なうことが多い｡
マウスの社会構造はケージのように狭い環境条
件の下では順位制を示し,飼育環境の広い場合は
なわぼり制を中心とした社会構造が形成される.
実験動物の飼育形態はまちまちであるが,飼育
密度を増加すると,個体は社会構造から生ずる社
会的圧力を受け,個体の生活にさまざまの影響-
密度効果-をもたらすOマウスでは,飼育密度の
増加により,生理 ･内分泌機能,成長･繁殖能力,
疾病の発生,更には心理的状態にも影響を及ぼす
ことが明らかにされている｡
マウスでは,社会構造が決定される過程で生ず
る攻撃性には遺伝も関与していることが明らかに
されている｡ 選抜により,攻撃性の高 ･低系の分
系育種も行なわれ,選抜系間には攻撃性だけでな
く,生理 ･内分泌機能,成長 ･繁殖能力などにも
違いのあることが明らかにされつつある｡
実験動物の維持管理は勿論のこと,動物実験を
行なう際に,動物集団をどうとらえるかというこ
とはきわめて重要な問題である｡
第11回岡山実験動物研究会報告
昭和61年9月13日(土)午後2時から,垂井医学
研究所4階講堂において,妹尾左知丸所長ならび
に沖垣 達副所長の御世話により開催された｡
沖垣 達先生の開会の御挨拶があった後,最近
の実験動物の開発と設備,施設に関する2題の話
題提供が行なわれた｡話題提供の1題削ま日本ク
レア㈱の田口福志氏による｢MCH動物の開発｣,
2題目は同じく日本クレア㈱の堀田 勝氏による
｢バイオ-ザー ド対策の設備および施設計画｣で,
いずれも実験動物の開発と設備,施設に関する最
近の情報が提供された｡
これらの話題提供後,事務局の倉林 譲常務理
事から,会務報告があった｡この報告内容は要約
すると,①昭和60年度の会計報告,②研究会会員
ならびに賛助会員の動向について,③研究会費未
納者について,⑥第5号岡山実験動物研究会報発
行について,⑤第12回岡山実験動物研究会開催予
定場所について,等であった｡なお,詳細な内容
については,後述の昭和61年度役月会報告の議事
録に記した｡
休憩後,猪 貴義会長から御挨拶があり,つづ
いて特別講演に移った｡はじめに壷井医学研究所
長の妹尾左知丸先生が ｢実験動物とのつき合い｣
と題して講演された｡先生の実験動物とのつき合
いは大学3年の時からはじまったこと,また血液
細胞の分化を明らかにするために行なったパラビ
オ-シスの実験は失敗を繰 り返した後やっと成功
したこと,など大変印象深いお話でした｡つぎに,
広島放射線影響研究所,遺伝学部長の阿波章夫先
生が,｢原爆放射線がもたらした災害｣-レントゲ
ンからチェルノブイリまで-と題して講演された｡
原爆放射線が人体,実験動物に及ぼす影響につい
